ムカシバナシ AT 1641 ウソ ハッケ ノ ニッカン ルイワ ノ ヒカク by 三原 幸久 et al.
KANSAI GAIDAI UNIVERSITY
昔話AT1641(嘘八卦) の日韓類話の比較






関西 外 国語大 学 研 究論 集 第72号(2000年8月)
JournalofInquiryandResearch,No.72(Aug.2000)
昔話AT1641(嘘八卦)の 日韓類話 の比較
三 原 幸 久 ・サ 美 淑
杢 糾AT1641(嘘 八 卦)dz}o_C弁 糾91司 丑
0ロ1'
「嘘八卦」己レヱ 苛セ 翌叫ゼ,σ1屯亙 曽。1碧含(LL-一L潮書)f岩 弓01叡ゼ 司呈 暑子苛ヱ,♀aL司
u旦 暑Cc曇Oト珊セ 墾岳暑 望7115;;『L--一L子i剋9}COヱ冠叫ヱa}010ト71呈,J圃碧
Ot翌 重}暑{さ昇 重}Aarne-Thompson91"翌動910TI-3TheTyopesofFolktale"〔期入LOoi
≦≧呈1641"DoctorKnow-al1"到01暑斗 遇」杢{垂苦α1,杢宕P7望 聾(JokesandAnecdotes)呈甚 昇
aヱ 戴叫,o}o}oト71{三一`刈刈ぞ朔t王aヱ 戴ゼ司 ユ 魁起{}19刈1フ}ol司勉呈91杢}ムヨ2
旦σ1蟹糾召皇呈早日t斗鍛叫ヱ 想Z洋1σ1対銀叫.1暑 司州旦91「叫含 剋 叡ス1魁91朴呈 身叫」
王 ユf}し}q昇糾叫ゼ 号 司ヱ呈重}司皇.呈王 菩 ロ1翌薯 翌叫ol叫.
望呂明囚 ゼ 丑 豊ス昭 皇呈 是昇:司・月 刃到a号 司皇呈k't1王δ泣 銀皇叫 を号司囚 セ 杢糾司i舎
糾セ ♀墾冒立呈 呈昇9・月7ス 回1冒 剛是呈∫回 石言団 ス】ヱ1眼叫.
o'c号c翌 糾暑 司丑苛ヱ,(ま寿 人}01叫 叫ロ1(奄美)sヲ1峠斗(沖縄)(南島)到 昇糾暑CtTL環皇
呈逼コ}9レ甘q匿 蒼 望 ヰLヱ 想Z}を珠 手望晋91{}補(早スト斗 フ隠 重}剋子 皇1呈日旦),召音
則♀t暑 呈 呈日旦,召碧 。回 碧斜 ス料 剋 呈 日旦O芒 刈 号 南島Goフ 陵}号i望 薯{}dt
召翻午セC叫 をC司 噌日司 魁号 一南島一 日本内地碍ヱa}L。1弁 糾q逼 叫有呈7脅
翌 δト翔01環皇呈 吾噌翌今 叙U}ヱ想之卜宅じ}.
Aは じめに
「嘘八卦」 とい う昔話は、 ある人 が占い(ま たは医術)の 能力が ないに もかかわ らず、幸運
に も偶 然に隠 された宝物を探 し出 し、 あるいは貴人 の病 気を治す とい う笑話 である。
Aarne-Thompsonは『昔話の型TheTypesofFolktal』で、 この話型に164"DoctorKnow-
All(物知 り博士)"の 型名 と番号を与 え、笑謳(笑 話)及 び逸 話(JokesandAnedotes)の中
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の人間謳(StoriesaboutaMan)に分類 している。
『昔話 の型』 に よるType1641の構成要素 は次の通 りであ る。1)
1偽 博士 。蟹(コ オ ロギ、ねずみ)と い う名の農夫が博 士の着物を買 って 自ら 「物知 り先
生 」 と名の る。
1[盗 人 の暴露。盗 人 を逮 捕す るのに雇わ れ、祝宴 に招 かれ る。 召使いが 入 って きた とき
(または第一 日の終わ りに)主 人の指輪 を盗んだ盗人の一人だ と言い 当てる。 召使 いが白状す
る。
皿 蓋 を した皿。彼 が本当に能力があ るか ど うかを確かめ るため、蓋 を した皿 の中の物 を当
てなけれぽ な らない。彼 は絶望的に 「哀れ な蟹」 と叫ぶ。
]V盗 まれた馬 。(a)下剤 を与 えて盗 まれ た馬を捜す 、 または(b)あらか じめ隠 して置 いた
場所 に主 人を連 れて行 く。
この物 語の発生地がイ ン ドだ と推定す るのは衆 目の一致 す る所 であ る。物語の記録 された最
古の ものは、7-1.世紀 の間に作 られた と言われ るイン ドの 『:おうむ70話Sukasaptati』である。
この49番に、怪 我 の功 名で王女 マ ラマン ジ ャ リーの るいれ きを治療 した マン トラサ ーラ ・バ
ラモン の話が記 されて いる。2)また11世紀 に編集 され た カター ・サ リッ ト ・サ ー ガラの 「バ
ラモ ン ・ハ リシ ャル マン の物語」 もほぼ 同 じよ うな筋書 であ る。3)田中於 菟弥 氏に よれ ば こ
の イ ン ドの物語 がモ ンゴル の物語集 「シッデイ・クールSiddhi-KUr」第4話 「豚頭 の占師」に
入 り4)、そ の後13世紀 のモ ンゴルの欧州侵入時に欧州に伝 えられた ものだ とされ ている。5)
M.Leach編のStandard.)づ漉oπαη げFo駕o紹,MythologyandLegend)にも、「この話型は起
源的 に東 洋の話 で、イン ドか らフ ィリピン に東行す る反面 、西の方面 には ヨーロ ッパ とアフ リ
カに伝播 して行 った。二つの フ ィリピン の類話 がFanslerによって収集 ・研究 された ことがあ
り、7)主人公Suanとそ の幸運 につ いては ヨー ロ ッパ資料の影響 もあ る程度想像 され る。 しか





お り、青森県か ら沖縄県までほぼ全国的に分布する。r集成』を増補 したr日 本昔話大成』で
は626A「嘘八卦」に分類 され、次のようなモチーフ構成が記されている。
1あ る男が(a)見透 したといつ も言 う。(b)娯が間男を引き入れているのを発見。(c)女




2殿 様 が(a)茶 碗(金 ・宝物)を 紛失 した のを(b)娘 の病気 の原因を、言 い当 て させ る。
3(a)犯 人が密か にや って来 て告 げ る。(b)犯人が喋 ってい るのを立 ち聞 きす る。(c)神
に祈願 して知 る。(d)狐 と猿 が喧嘩 して喋 ってい るの を聞 く。(e)盗人 同士 が喋 ってい るの
を聞 く。(f)小鳥が教え る。
4男 は(a)褒 美を もら う。(b)再び言 いあてるのをやめ させて もら う。8)
また 『日本 昔話通観 タイ プイ ンデ ックス編 』では、732「にせ 占い」に分類 され 、 さら
にA「 僥倖型」 とB「 共謀型」に分け られ ている。 「僥倖型」は ほぼ大成 のモチー フ構 成に等
しいが、1(d)の ない類話 を含み 、「共謀 型」は1(d)の モチ ーフを含む類話か ら成 り立 っ
てい る。9)『大成』 は1(d)の 単純 モチ ーフだけで構成 され る話型を認め、626C「遠 国の火
事 」の題名 で話 型 と して独立 させ、「嘘 八卦」 の1モ チ ーフが独立 した もの と して いるが、2
話 ほ ど しか実質 的に類話は な く、『通観 』では独立 した話型 とは認め ていない。 この点 につい
ては後 に述べ ることにす る。
この話 型の昔話の実際の語 りを示すため に、 まだ活字 にな っていない筆者 ・三原 が熊 本県阿
蘇郡長 陽村東下 田で採 集 した1類 話を次 に掲げ てみ よう。
鼻 きき嘉平(語 り手:松 山フジエ)
い さぎいい長者 ん方の隣 りな、毎(ま え)日 寝 てば っか りいる人がお ったです。三年寝太郎
ち ゅうことなあ。寝 てば っか りお ったけ ど、旦那 さんが なあ、隣 の旦那 さんが江戸詰 めんいか
に ゃあいけんけえ、
「あぎゃん、寝 てばか りお るが、連(ち)れ ちった方が 良か ろ う」 ちて、そ して、
「連(ち)れ ち く」 ちて、そ して、 しゃあ も う連れ ち行 きなは ったてです たい。 そ して行 きよ
った ところが、 もう江戸 に じきに、 も う今晩方に行 き着 くて ち言 う所 まで行 てか らな、鼻ぼ く
すん くす させ てな、
「も う旦那 さん、わ た くしゃ帰 ります」て、
「ここまで来 てか らお前 どうして帰 るか。」
「いや、 うちゃ火事 で ござい ます。 家が焼 け る匂いが します。焼け る匂いがす るけ、 も うど う
でんあた しゃあ帰 ります」 ちて。
「それがほん なこつ じゃ ったな ら、米倉一 倉お前や る。」
そ ぐあん約束 して えちか、言 うてえちか戻 って見た時に ゃ、家が焼け とった。
実は、そん嫁 こ と話 し合 うとったです もんな。
「なん もかん、ええ品 もんな出 していちか ら家 は俺 が行 き着 くがたに、何時頃に ゃ行 き着 くけ、
そん時に ゃ火ば付けて焼け」 て言 い よっち ゃったです。 そ うじゃけ、そん嫁 こが家を燃 したそ
うですたい。そ うか らそん米倉 を貰(も ろ)う ち、 も うしだけ よ うな ったけな。
一195一
三原 幸久 ・サ 美淑
そ うか ら、 また殿 さん とこに何か泥棒が 入 ったそ うです たい。
「泥棒 が入 ったけ、鼻利 き嘉平 ちゅ うとぽ雇 ちけ」 ち。 そ うした らも う、か ごを仕立てち、持
ち来て、連れ出 したでです もんな。 そ っか らそんか ごで行 きよった ところが、い さぎええ山ん
広え とこに来た とこが、
「どん こん、 ち ょっと待 って くれ」 ちて言 うけえな、そけえ待 っとった ら、
「こ りゃまあ、殿 さんのちすげ んいたな ら、で ど うした もんか しらん。」
そ らかたたんだ い急げや った ら、急 いで逃 げ よった ってですたい。そお した ら、丁度 山ん中に
な赤い鳥居があ る所 があ って、そ こん後 ろで狐 んぶんが話 し合い よったそ うですた い。
「何ん さまね え、 あ っちか ら鼻 きき嘉平 さんち ゅ う人が来なは るちゅ う話 じゃが、 そん人 ん来
なは った なら、 とて もそん大事(お お ごつ)じ ゃけ、 自分達のお る所が に ゃあ ごつ な るか も知
れ んけ、 あの物 は どけ置 いたか」ち、頭ん狐が言 うと、
「あ りゃあ どこに置 きま した。 こ りゃあ どこん置 きま した」 ちて話 し合 い よったてです たい。
それば聞 っち もたけ、それか ら、たあた しち ょいて嘉平 さんな、 そんか ご屋 がお るとこまで走
って来 たてです。 そ した ら、
「いさぎ ゅ う、ああた、遅 うござい ま したな。」
「いいや 、早 か った じゃ。 自分な、あ の う便所 に行 た ら三 日三晩 かか るけ、今 日は 日帰 りした
じゃけえ、早 か った じえ」ちて言 った ですた い。 それか ら、そんか ごへ乗 って、
「は、急 げ、は、急げ」言 うち、か ご屋 さんぽ急 がせ て、殿 さんの とこ行てか ら、そ の晩聞 い
た ことをみいな言 うたけ、い さぎえ良か褒美ぽ貰 うことにな ったてですたい。そ した ら、
「何がいいかや、地方(じかた)がええか、 お金 がええか、国がええか」ってな聞 きなは った。
「も し旦那 さん、私や何 もい りま っせ ん。 今か ら 『鼻 きかずの嘉平』に しな して ください」言
うち、そ な して と うとう 「鼻 ききの嘉平」 じゃの うて、「鼻 きかずの嘉平」 にな って、そ して、
戻 って来た って っで。
熊本 県 で唯 一 の この類 話はr大 成』 の モチ ー フ構 成 に よれ ば、1(d)2(a)3(e)4
(b)の構造 を もち、『通観 』では 「共謀型」 の1類 話 とみ な され る。 そ こで 『大 成』や 『通
観』を参考に、それ以降 に公 刊 された昔話集等を も含め、管見 に入 った限 りの資料 に よ り、 こ
の話型 の両亜 型を含 めた類話を見 る と、以下 の ように合計136話が報告 され てい る ことがわか
る。各県毎 の類話 の分布 は次の通 りであ る。
(東北地 方)青森県3、 岩手 県7、 宮城県4、 秋 田県5、 山形 県9、 福 島県2、 計30話
(関東地方)栃木県1、 群 馬県1、 千葉県1、 計3話
(中部地方)新潟 県18、福 井県3、 石川県4、 山梨県1、 岐阜 県2、 計28話
(近畿地方)京都府2、 和歌山県1、 兵庫県1、 計4話
(中国地方)鳥取 県7、 島根県7、 岡 山県4、 広 島県6、 山 口県4、 計28話
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(四国地方)徳島県4、香川県5、 愛媛県2、 高知県1、 計12話
(九州地方)大分県1、 佐賀県2、 長崎県2、 熊本県1、鹿児島県11(甑島2、奄美9)、沖縄県
14(沖縄本島5、 宮古3、 八重山6)、計31話
これらの話を亜型 としてさらに分類するために、まずその発端部分を見ていきたい。そこで
前述 した 『大成』の発端部(a)(b)(c)(d)(e)の5つの分類をさらに増補 した上で、13に
分けて、この話型の類話を分類 してみよう。
(a)見透 した、あるいは良い鼻を していると言い、あるいは自ら占い者だと言 う。青森2岩
手3秋 田1宮城1鳥 取1京 都1兵 庫1長 崎1鹿 児島 ・奄美1(計12)
(b)偶然の出来事で占い者だと評判になる。石川1島 根1和 歌山1佐 賀1(計4)
(c)二人の男が共謀 して一人を鼻 ききに仕立てる。沖縄1(計1)
(d)女房が間男を引 き入れているのを発見 して言い当てる。岩手1宮 城1山 形2千 葉1新 潟
1岐阜2鳥 取2島 根1徳 島1香川1鹿 児島 ・奄美1(計14)
(e)女房の小鍋立(あ るいは子供 と、身内を呼んで食事をするの)を発見 して言い当てる。
青森1秋 田1福 島1群 馬1新 潟4福 井2山 梨1京 都1鳥 取1島 根2広 島3山 口1香 川2徳 島2
愛媛1鹿 児島 ・奄美1(計25)
(f)家に火をつけさせてそれを言い当てる。新潟1島 根2広 島1山 口1香川2高 知1熊 本1
鹿児島3(甑島1、奄美2)沖縄1(計13)
(g)妻が菜飯(大根飯 ・お粥)ばか り食べ させ るので、夫がわざと包丁を隠 して探 し出す。岩
手2宮 城2秋 田1山 形4福 島1栃 木1新 潟1福 井1鳥 取2岡 山2広 島2鹿児島 ・甑島1(計20)
(h)何か品物を隠 して、自分で探 し出す。秋田2山形1新 潟11石 川1鳥 取1島 根1岡 山1
山口2大分2長 崎1(計23)
(1)本子が継子に同情 して教t、 何かを嗅ぎ出したことにする。岡山1(計1)
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縄に限られている。 これ らは後の韓国の類話との比較の際に注 目すべき点であると思われる。
なお、この話型は 「お神酒徳利(み きとくり)」または 「占い八百屋」 とい う題で落語に取
り入れ られ、今でも東京落語の レパー トリーの…つになっている。落語では八百屋が訪ねた家
の女中に腹を立て、台所のお神酒徳利を水瓶の中に隠 し[(h)に相当する]、算盤占いで捜 し
出す。 これにより有名にな り、占いの旅に連れ出され、途中の小田原の宿で紛失 した百両の探
索を頼まれる。困っていると、母親の薬代に盗んだ女中がそっとやって来て白状する。八百屋
は稲荷の崇 りだと言って、稲荷社の縁の下の百両を捜 しだし、自分は逃げ出すとい う内容にな
っている。10)
C韓 国の伝承資料









(d)BがAと約束 して決めた時間に家(祠 堂)に 火をつけたので、Aが遠いところで火事を
予言 して、彼の噂が証明される。
(e)Aが一定の期間をもらって、独 りで居る。









(1)予言を頼まれた人達に、Aは重病(ま たは目 ・鼻の喪失)の ために神通力を失った と言
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訳を して、以後 は平和 に暮 らす。
崔仁鶴氏 のカタ ログには11話が記録 されてい るのみ であるが、1980から88年にかけて韓 国精
神文化研究院か ら出版 され た 『韓 国 口碑文学大系』全82巻の中 には、以下 に記す よ うに23話の
「嘘八卦」 の類話 が含 まれ てい る。1979年か ら84年にかけて、韓 国全 国を60地域 に分け 口碑文
学 の組織的 な調査 が行われ たが、 この 『大系』はその成果 として出版 され た優れ た昔 話集であ
る。以下 の参考話 を含 めて30話の比較 研究には主 として このr大 系』 を中心資料 として使 用 し
たい。先ず類話 の分布状況 を整理 してみた。
1.「ケ グ リ(蛙)の 出世 」(湘子司到{麦船 ア ン ピ 。ングク(勉噌号)男 ・83京 畿道麗 州郡
麗州 邑(『韓:国口碑文学大系』1-2、pp.96-98)
2.「 トリ(石)とケグ リ(蛙)」(s。隅 川子司)イ ジ ェナム(。レ刊甘)男46京 畿道楊 州郡 青雲
面(同 上、1-3、pp.197-201)
3.「天子 の玉璽 を探 した名 人」(aスト薯補i噌 剋)ユ ンソン シ ク(暑起N)男 ・66京 畿
道南楊州郡美金 邑(同 上 、1-4、pp.481-491)
4.「ふたたび探 した玉璽」(`桝 曇薯 昇入月)イ サ ン ミョン(。1甘唱)71京 畿道南楊 州郡瓦
阜 邑(同 上、pp.704-706)
5.「セ とオギ(ふ たたび探 した玉璽)」(A四 妄。1(τ}λ1曇芒 舎入月))チ ェ ユ ボ ン 倒 舎暑)
男 ・81京 畿道南楊 州郡榛 接面(同 上、pp.826-830)
6.「仙 女 とき こ り(ふ た たび探 した玉 璽)」(起 司斗 耳昊L(叫人1曇薯 昇λ恥)イ ボ クヂ ン
(。1昇剋)男 ・80京 畿道安城郡安城 邑(同 上、1-6、pp.58-79)
7.「ふたたび探 した玉璽」(u}人1…奨芒 身禰 キ ム ヂ ョンベ(相 碧剛)男 ・72京 畿道安城郡
孔道面(同 上、pp.437-443)
8.「玉 璽 を探 した もの し り博士」(舎 飛}曇 芒 司司叫入Dシ ン チ ョンソ ン(旭旭旭)男 ・
69京 畿道安城郡二竹面(同 上 、pp.633-636)
9.「ピゴ ドギ」(B咽q。1)チ ェ ドング(司暑子)男 ・66江 原道江 陵市(同 上、2-1、pp.97
-99)
10.「李 ケ グ リの占 卜」(。17"干司到 相昇〉 パ ク クムチ ョル(叫 号碧)男 ・65江 原道春城郡北
山面(同 上、2-2、pp.721-731)
11.「トゥコビの智 慧」(早別 目倒 ス1洲)ユ ヒョンシ ク(弁 囎 司)忠 清北道報恩郡(任 東権
『韓 国の民諦』pp.113-ll5)
12.「トリと トゥコ ビ」(号。桝 早列司)忠 清北道丹 陽郡(韓 国 口碑文 学会 『韓 国 口碑文学選
集』pp.84-85)
13.「貧 しい友達 のため の友 の機 知」(7隠 §}剋子暑 報}組 子斜7図)イ ジ ャン バ(。1奢言})
男 ・68忠 清北道丹陽郡梅浦 邑(r韓 国 口碑文学大系』3-3、pp.235-240)
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14.「才 ある占い師」({}む碧碧。1)メン オ ンスン(pp-dLL)女・64忠 清北道唐 津郡高大面
(同上、4-1、pp.550-553)
15.「書 堂 の先 生 と知恵 深 い弟 子」 個 腎 起碧斗 胡aスDチ ョン ヘ ス ・(噌司牛)男 ・
72忠 清南道 大徳郡炭 東面(同 上、4-2、pp.452-468)
16.「ケ グ リ(蛙)と い う名 前 を も った 人」(7脚子{璃}。階 暑 フ};λ}早})チョン ジ ジ ョン
(遭ス1奢)男・50忠 清南道大徳郡 山内面(同 上、pp.778-782)
17.「でた らめ な占い師」(曽 日司 碧看。1)イ ホ ンギ ュ(。1菩子)男 ・49忠 清南道保寧 郡熊
川面(同 上 、4-4、pp.422-423)
18.「トゥコ ビとセ グ ム ピの友 情 」(早列司斗 人凋号司到 ♀層)イ ム ギ ュイ ム(望子望)女 ・
62全 羅北道南原郡金池面(同 上 、5-1、pp.445-450)
19.「青蛙 の友達 の友情 」(碧7月子司 起子斜T?)ハ ドンス(古ト苦牛)男 ・55全 羅北 道全州
市(同 上、5-2、pp.303-306)
20.「ムン プン ジが探 させて くれ た玉璽」({}晋刃7ト曇洲z歪 舎禰 ペ ク オ ンニ ョンフ ァ
(叫昇遇重})女・68全 羅北道完 州郡雲 洲面(同 上、pp.405-407)
21.「な くした玉璽 を探 した ケグ リと トリ」 儒 司司遇 薯人幅 葵芒7凋子司斗 暑。1)チ ョウソ
クチ ュン(呈司歪)男 ・56全 羅北道 沃講郡大野面(同 上、5-4、pp.719-726)
22.「トゴ リとケ ゴ リ」(王暑。19}7賠。Dチ ョン バ クシル(週軒唱)男 ・71全 羅南道威 平
郡厳多面(同 上、6-2、pp.21-30)
23.「大 臣 の息子 と書堂 先生」 林 鳳順 ・50慶 尚北道金 泉市(崔 仁鶴 『朝 鮮昔話百 選』pp.
258-263)
24.「笑 い話 を して名医 にな った子供 」(♀ム7刊古}亡}7ト噌釧7ト宅 。}。1)イ　ソ ンジ ェ(。1起スH
女 ・61慶 尚北道 月城郡 見谷面(『韓 国口碑文学 大系』7-1、pp.424-427)
25.「義理 で立 派な 人物 に な った二人 の友達 」 倒 司呈 暑 剋暑宅 早 剋子)キ ム ギ ョンソン
(召ぞ旭)女 ・80慶 尚北 道星州郡壁珍面(同 上 、7-5、pp.313-318)
26.「揚 子江 の中に投げ られた玉璽 」(誓勾な 舎司 屯眉剋 薯刈Dチ ャン スジ ン(看牛剤)男 ・
60慶 尚南道居 昌郡南下面(同 上 、8-6、pp.551-556)
27.「偶 然 に もらった賞金 」(♀望司 恐 醤君)イ ウィル(。T4)70黄 海道 沙里院 邑(韓 相
寿 『韓 国民謳選』pp.143-146)
(参考話)
28.「贋名人」話者不 明(高 橋 亨 『朝 鮮の物語集 附僅諺』pp.49-56)
29.「馬鹿 の物 し り」話者不 明(朝 鮮総督府 『朝鮮童話集』pp.61-68)




次に この話型の昔話が実際に どの ように語 られ ているか を示す ために、筆者 ・サ が 『韓 国 口
碑 文学 大系』か ら和訳 した1類 話(第2話)を 挙げ てみ よう。
「トリとケ グ リ 暑Oト斗 フH子司 」
(語り手:イ ジ ェナ ム(。1刈甘)男46京 畿道楊州郡青雲面)
昔 むか し、あ る所に トリ(石)と い う人 とケ グ リとい う人 がいた。 ど うして ケグ リ(蛙)と
い う名前 をつけたのか と言 うと、 ケ グリの家には子孫が少 ないので、一 回に沢山卵 を産 む蛙 と
い う名に したのであ る。 トリの家は金持 ちで、 ケ グ リの家は貧乏 だ ったので、 トリが ケグ リに
「僕 がお母 さんの指輪を隠すか ら、お前が来て捜 し出す んだ よ。 そ した ら僕 がお米で もお礼 に
あげ よ うよと言 うか らね」 と言 って、二人は約束を した。 トリは友達 のためにそ うしたのであ
る。 そ こで トリは母親の寝てい る間に取 っておいた指輪を箪笥 の中深 くに隠 しておいて、 ケグ
リにその ことを教 えた。翌 日、母親 の指輪 が失 くな ったの で大 騒 ぎにな った。す ると トリは
「僕 の友達の ケ グ リは匂い を嗅 ぐのが上手 で、 とて も うま く捜す んだ」 と言 った。rじ ゃあ、
そ の子 を連れ ておいで」 とい ってその友達に匂いを嗅 いで もらってその指輪 を探 し当てて もら
った。
この出来事 のために ケグ リの名前は とて も有名 にな り、二人 は中国に まで行 くこととな った。
とい うの も中国の天子の黄金の冠が失 くな って、それ を探 し出 した人には千金 と部下 万人を報
奨 として与 え られ る とい うか らだ った。あ ちこちか ら占の名人達が集 まったけれ どそれ を探 し
当てた名 人はいなか った。 その噂が朝鮮 まで伝わ って来 て、有名 にな った ケグ リと トリが行 く
ことになった。現 実には何の力 もない二人は、中国へ行 く途中、平壌 をす ぎ、鴨緑江 を渡 る所
に大 きな松 の木 のン ナ ン(守 護神)が あ ったので、そ こで無事に帰 国で きる ように と祈 った。
そ の時、強 い風が吹いて、松 の木 がお互いにぶつか り合い 「ウ ドゥ ドゥク♀早号」 とい う音 を
発 した。
二人が 中国に着 いて天子 の前 に出 ると、御馳走が 出され、早 く冠 を探 し出す ように命 じられ
た。「少 し時間 を下 さい」 と二人は頼 んだ。二 人は いろいろ と考え てみ たが もちろん解 るはず
がなか った。 明 日は もう命 を取 られ るか も知れない と思いなが ら、 ケ グ リが 「もうウ ドゥドゥ
ク♀早号だか ら、 明 日はその まま言 って しまお う」 と言 った。以前ン ナ ンで松の木がぶつか る
音を ウ ドゥ ドゥク♀早号と聞いた ので、 「これ は ウ ドゥ ドゥク♀早号 とい う奴 が隠 したのに 間
違いない」 とも言 った。
す るとど うした ことか、 ち ょうどその時、 ドアを叩 く音 が した。 ウ ドゥ ドゥク♀早 号 とい う
男が入 って来て、「私が冠 を持 ってい ます」 と言 った。 その人は天子の息子 の友達 で、一緒 に
遊んだ りしていたが、 あの息子 を天 子に した くない と思 って冠を 自分の家に隠 したのだ った。
しか し朝鮮か ら占の名人が来 た とい うので、必ず捕 まって しま うだろ うと思い、怖 くな って、
その家の床 の下 に入 ってそ っ と聞 いていた ら、 ウ ドゥ ドゥク♀早暑 と自分 の名前を言 った ので、
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姓が 「ウ」で 名前 が 「ドゥ ドゥク」 だ ったか ら、 も う駄 目だ と観念 して、「私 が もって い ます。
ここにあ ります 」 と事 実を告 白 したのであ った。
その人 を よく見 ると、む しろ天子に なる人物だ と思 ったので、 ケグ リは 「冠 を池に投げ込み
なさい。 そ して助か りたか った らどこかに逃げ な さい」 と言 って、その人の命 を救 ってや った。
翌 日、天子 の前 に出た ケ グ リは、「私 が知 って います 。あの池 にあ ります」 と冠 のあ る場所
を言い当てた。天 子は数千人 を集めて池 を掘 らせた ところ、その中にあ った。 「な るほ ど名人
であ るな!い ったい誰が隠 したのか」 と尋 ねたが、「犯人は いませ ん。 これは天地造 化が なせ
るわ ざなのです」 と答えた。天子は この男を騙 しだ と考 え、その池か ら蛙を こっそ りとポケ ッ
トに入れて取 って来て、 さ らにそれ を石(ト リ)の 灰皿 の下に隠 した。そ して 「この下 に何 が
あ るか当ててみ よ」 と尋ねた。今 までは運 良 くい ったが、 も うこれでお しまいだ、 もう死ぬ の
だ と思 って 「トリが トユルン ッ(騒 ぎ立 て る)、ケグ リ(蛙)が 死ぬなあ」 と叫んだ。 トリは
自分の友達の名前で、ず っとがたがた騒 ぎ立て るか ら、 ここまでや って来 て死ぬ はめにな った
と言いたか った のである。す ると 「ふむ、その とお りだ。 当た ったぞ」 と、灰皿 をひ っく り返
した ところ、蛙が 出て きた とい うことだ。そ こで二人は許 され、無事 に帰 国す る ことがで きた
とい う話であ る。(r韓国口碑文学大 系』1-3pp.197-201)
D比 較
前項B,Cに おいて、 日本 と韓国それぞれ の話 をみ て きた。 ここでは特 に秘密の発見 と紛失
した宝物 の解決 とい う点を中心に、両者 を比較分析 したい と思 う。
(1)登場人物 と発端部
まず登場人物 を見 ると、韓 国では金持 ちの子 と貧乏な子が主人公であ る。金持 ちの子が友達
の貧乏 な子 のために家の物(金 銀 の食器 、ス プーン 、母親の指輪、硯、冠等)を 隠 して貧乏 な
子 に捜 させ、貧乏な子を有名 に してや る とい う話が一番多い。稀に貧乏な教師 と金持 ちの弟子
とい う例 もあ る(前項3,7,15,23)。その貧乏な子の名前は この話の中で極めて重要 な意味 を含
んでい る。 とい うのもそ の名前 は主 人公の一人が、最後の難題を前に して、絶望 あま り口に出
した言葉であ るが、偶然 に もその名前 こそ解答であ ったか らであ る。韓国 では、 だいたい ケグ
リ7η子 司(蛙:1,2,10,16,19,21,22)、トゥコビ 早列司(ひ きが える:11,12,18)、コブギ
フ『筈。1(亀:27)が一般 的で、 これは韓国では智恵の象徴 として認識 され ている。
一・方、 日本では主人公 は前述 の ように夫婦で ある場 合が多 く、(a)小鍋立 す る妻 の隠 した御
馳走 を夫 が言い当 てる、(b)妻が菜飯(大根飯 ・お粥)ぼか り食べ させ るので、夫が包丁 を隠 し
て探 し出す、(c)浮気す る妻 が間男 と食べ よ うと した御馳走 を夫が言 い当て るな どの例 が最 も
多 い。韓 国の ように、金 持ちの息子 と貧乏な息子 の友達が登場 し、金持 ちの子 が貧乏な子に同
一202一
昔話ATI641(嘘八卦)の日韓類話の比較
情 して家の物を隠すのは南島地域、すなわち、鹿児島県の奄美 と沖縄県にのみ現れている。 こ
の点で両地域は韓国 との接点であると考えられる。
また日本の類話には欧米や韓国のように、最後に能力を確認す るモチーフが、後述す る新潟
の2例 を除いてないので、主人公には 「鼻 きき爺」(青森)「鼻か ぎ清兵衛」(宮城)「か ぎ鼻 じ
んべえ」(栃木)「鼻かぎ作兵衛」(新潟)「かぎ鼻先生」(山梨)「鼻のかぎ助」(和歌山)「鼻か
ぎ名人」(兵庫)「鼻きぎ甚兵衛」(島根)「鼻かみ弥四郎」(愛媛)「かみ しかんばな」、「かにし
かんばら」(鹿児島)「はなしるこ一ぼかびていのまい」(沖縄)等 のように 「鼻で秘密を嗅 ぎ
出す人」を意味する名前(あ だな)か、「見透の六平」(岩手)「見通 しの六さん」(鳥取)等 の
ように 「見えない物を見通せる人」を意味する名前(あ だな)が ついているのが普通である。
(2)宝物の発見
韓国では主人公が占い師 として有名になった後、宝物を紛失 し主人公に捜索を依頼す る人物
は中国の天子である。大国の天子が 自分の国には名占い師がいないので、小国の韓国から 「名
卜」を呼んだところは じめて問題が解決するのであるが、 これは韓国人の自主意識を強く表出
























ゥドゥク♀早号(擬声語)な んだから、あ したこのまま言 ってしまおう"
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"ピグジ ャク 剛ユ4(擬 声語)よ 、夜 があけた ら死ぬんだ"
b.駕 篭 に乗 って行 きなが らひ と りごとを言 う。
"ピゴ ドク 瑚刃月(擬 声語)か ネ ゴ ドク 司 刃『(擬声語)か 、 あ したには死ぬ んだ
"ウゲ ク♀7_か ジゲクス1z耳か"
c.鳥 が飛 んで行 く音 を まね して、"イ ゴクチ ョゴク トリサ ン ・1昇刃暑 王 司曇(地 名)"
セ ク コ ノ
d.チ ャンチギ を閃71(伝統的な子供の遊びの一つ、丸い木切れ 〔木球〕を別 の長い杖
ク チ ャ ン
〔球杖〕で打ち、相手の ゴールに入れ勝ち負けを競 う)を しながら、"イリ。1司(こちら、こ
こでは名前)行 っても死んで泣 くか、ジ 。リ刃司(あちら、ここでは名前)行 っても死んで泣
くか"
e."おそらく死ぬんだろう"





動物の言葉、によって宝物を発見 した り、病気の原因を知る例がある。そのうちただ神(超 自
然者)に 祈 り、神の示現によって秘密を知 るとい うのは、この話が本来持つ偶然の幸運を笑 う








ある。大阪から遠 く離れた地方でも 「鴻池」が長者の代表 として昔話に現れているのは興味深
い。
岩手県1例(長 者の娘)宮 城県2例(殿 様、殿様の赤子)秋 田県1例(大 阪の問屋の娘)
山形県7例(殿 様の娘2、 殿様、長者の娘、天子様、長者、東京のこんのいけの独 り娘)
福島県1例(大 庄屋)新 潟県5例(殿 様2、 殿様の娘、鴻池の娘、旦那の独 り娘)
石川県1例(鯖 江の殿様の娘)山 梨県1例(将 軍)鳥 取県1例(鴻 池の娘)

















縄)、草木(山形)とい う例もある。 どんな物が 日本の民俗において神性を もつかを示す一つの
現われであろ う。
次に嘆声と犯人の名前が偶然に一致するとい う韓国型と、偶然に動物達の会話を聞いて宝物
を捜 し出す とい う日本型がモ ンゴルの話に共存 しているので、参考のため ここに挙げて見
る。12)
1怠 け者の若者が妻の置き忘れたバ ターを取 りに行って、これからあちらこちら歩 き回っ
て、物をみつけて来る事にする。赤犬を連れ、 白い馬に乗 って行 く途中、狐を捕まえようとし
たが、犬 と馬を逃が して しまう。放浪を続けていたある日、王様の屋敷の外に隠れていると、
お妃が顔 と手を洗った際、指輪を置 き忘れて屋敷に入る。その時、黒い牛がやって来て、その
指輪の上に糞をたれる。そ して、一人の女がその牛糞を壁に貼 りつけて しまう。若者が家を立
ててもらい、お経を読むふ りを して壁の中か ら指輪を捜 し出す。
皿 またお妃が王様の珠数を捜す ように頼んだ。若者は今度こそ命はないと思って、半煮え
の大麦 と豚の生煮えの肉を要請 した。夜中に何度 も便所に通 っては 「ニャム、ツヤム、ニャム、
ツヤム」 と言 った。それは二人の盗んだ娘達の名前で、娘達が白状 したので、珠数を捜 し出す
ことができた。
皿 その後、お妃が病気にな り、家畜もころころと死ぬ ようになった。若者は病気を治す よ
う頼まれたが、何 も知 らない若者はまた、半煮えの大麦 と豚の生煮えの肉を食べて便所に通っ
た。そこでは王様の銅の嗜を持った悪鬼 と黒い角なしの牧牛が頭で突 き合って争ってお り、若
者はこれにはわけがあると思った。次の 日、「銅の嗜を持 った悪鬼 と黒い角な しの牧牛を殺 し
て しまいなさい」 と言 った。すると、お妃は元気を回復 し、家畜 も死なな くなった。
一205一
三原 幸久 ・サ 美淑
(4)結末
難 問を解決 した後 もさまざまな結末 が用意 され てい る。 まず韓 国では、褒 美を もら う、鼻
(目)を切 り取 り、神通 力を失 った と言 って 占いをやめ る、重病にかか ったふ りを して占いを
や めるな どが一般 的であるが、中には、 も う一度能力を確認す る とい う展開 を見せ る類話 が7
話 ある。
その能 力の確認には、(i)手の中の ものを当て させる(こ の場合、主人公は友人 同志:2,16,
21,24,27)、(ii)太陽を取 って くるよ うに命 じるもの(こ の場合 、主 人公は教師 と弟子=3,15)
の二 つの試 しがあ る。 まず手の中の ものを当て る とい う試み に対 して、主 人公 は絶 望 して 自分
の名前 を叫ぶ。す るとその言葉が正 しく答 であ った とす る ものである。 また太 陽を取 って くる
よ うに命 じられ る と、そ こまで行け る高 い塔 を用意 して くれ る ように求め る。塔 が用意 され る
と、太陽を取 るために上が るが、世界が焼け て しま うのを心配 して泣 いた ら、天子はその命令
を思い止 まる(3)。 山 までの道を用意 して くれ と要求 し、道 が用意 され ると、同様に世界が
焼けて しま うと心配 し、命令を思 い止 ま らせ る(15)と い うふ うに巧みに難問を切 り抜けてい
る。
日本 の類話 では普通 この最後 の能 力の確認 のモチ ーフがない。 しか し新潟県長 岡市麻生 田町
の下条登美 さんの 『赤 い聞耳ず きん』 には次の2話 が含 まれてい る。13)
iか にぞ うと言 う名 の庭掃 き爺 が馬を隠 して 自分で捜 し出す。 占い師 として有 名にな り、
失 った香炉 を探 し出す ことになるが、女中がそ っと白状す るので うま く探 し出す。主 人は瓶 の
中に蟹 を入れ て当て させ られ ると、絶 望 して 「かに もこのかめ のため に一命 を落 とす か」言 っ
てま ぐれ で当た り、褒美 を貰 う。(p.161)
ii庭 掃 きは馬 を隠 して 自分 で探 し出す。隣村のお嬢 さまのか んざ しを捜す よ う命 じられ、
女 中が そ っと白状す るので探 し出せ る。能力を疑 った人が壷 の中にかわず を入れ て、当て させ
る と、庭掃 きは困 ってせめて蛙にで も助けて貰いた い と 「かわず、かわず」 と叫び、 ま ぐれで
当た り、沢山のお金を貰 う。(p.632)
この話者は300話クラスの優れた語 り手 で レパー トリーの広 さに は驚 くが、 この全 く韓 国の
昔話 と同 じモチ ーフを含んだ類話(特 に前者)が 果 た して新潟 に伝 承 していたモチ ーフなのか、
何 か外 国の昔話の翻案 された モチ ーフが(こ の語 り手か この語 り手 に話 を伝 えた過去の語 り手
の)伝 承の中に紛れ込んだ モチーフなのか若干疑 いが残 る ところではあ る。 とい うの も、 この
自分の名前を言 った ところ、答が的 中す る とい う話 は ヨー ロ ッパや南ア メ リカ、更には中国に
も広 く流布 してい る。そ こで中国の類話 「黄蛙死在玉杯 中」を一つ挙げてみ よ う。
1-1.「黄蛙」 とい うあだ なを持つ小便 たれ の男の子 が、天気予報 を的中 させ るので噂に なる。




2.あ る人が馬を捜 して くれ よ うに頼 んだ ところ、偶 然、馬を捜 し出す。
3.皇 女 が宝珠を失 った ので、皇帝 は皇女 を褒美 として宝珠 を捜 そ うとす る。
4.皇 帝 が噂を聞いて二人 の臣下、閤筐 と闇 羅(本 名張三 ・李四、閤は官宙の意)に 黄蛙を
連れ て来 させ る。
5.黄 蛙 は家を 出るとき、妻 に 自分達 の娘 を殺す よ うに言いつけ る。
6.宮 殿 へ行 く途中、 自分 の子が死 んだ と大 声で叫び、家に帰 って確認す る。
7.次 に妻に小屋へ 火をつけ る ように言 いつけ、火事を予言 して的中 させ る。
8.予 言の的中を確認 した闇筐 と闇G:、 宝珠 を盗んだ 自分達の罪が明 らかに なるのが怖 く
て、誰 が泥棒 かを尋ねた。す る と黄蛙 は 「張三 か李四か知 らないが塩筐(籠)と 塩籍(筑)に
殺 され る」 と言い 出す。
9.二 人の臣下は この言葉 を 「闇筐 と閤羅」 と聞 き違 えて、罪を 白状す る。
10.黄蛙 が皇女 の宝珠 を捜 し出す と、皇帝 は約束通 りに皇女を与え よ うとす る。
11.皇女は黄蛙 の醜 い姿 を見 て嫌 い、玉杯 の中の物(黄 蛙)を 当て よと命 じ、 出来 なけれ ば
殺す と言 う。
12.「黄色 い蛙 の この俺 が玉の杯に死の うとは(黄 蛙死在玉杯 中)」とい う彼 の嘆声が的 中 し
て、皇 女の夫に なる。14)
また ヨー ロッパなどでの示 した容器 と上記 の嘆声の例を若干列挙 してみ る。15)
(1)蓋を した皿一 「ああ、おれは哀れな ク レプス(か に)」(ドイ ツ ・イ タ リア)
(2)帽子 に隠 した物一 「かわいそ うな ロビン(鳥)よ 、結局捕 まえ られたな」(イギ リス)
(3)手の中 のアーモン ドー 「ああ、 アーモ ン ド ・シ ドが アモ ンデ ラ(妻 の名前)の せ いで王
の手の中で死ぬ よ うになったわ」(ギ リシア)
(4)蓋を した皿 の中の雲 雀一 「も う終わ りだ、 この雲雀 も」(ロ シア)
(5)手の中 の コオ ロギー 「ああ、かわいそ うな コオ ロギ(こ がね虫)よ 、 今度 こそお前 は王
の強い手に まん ま と捕 らえ られ て しま ったわい」(ベネズエ ラ)
そ して 日本では、褒美 を もらって安 楽に暮 らす とい う幸福な結末が一番 多いのである。 その
他に祈祷者に なる、鼻か ぎをや める、出雲 の大社の神にな るな どの例が見 られ る。
(5)火 事 の予言 モチー フ
先にあえて中 国の類話 を記 したが、 日本 と韓 国の 「嘘八卦」の話 の中に も 「火事 の予言」 の
モチ ーフが現れ ている。韓 国では、主 人公が天子の宝物を捜 しに行 く前に、 自分 の能 力を誇示
して見せ るため友達 も しくは家 の者 に言 いつけて火事を起 こ し、道中でそれ を当てる とい う話
にな ってい る。(3、4、7、11、15、19、21、22)
しか し日本では、夫が妻 に家 に火をつける よ うに言いつけて火事を予言 し、 占い師 として有
名にな るとい う発端部が設定 され ている。 この点が 『通観』では 「僥倖型」 の他 に 「共謀型」
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として区分する要素 となっている。ただ岩手県斯波郡旧煙山村1話(長者の家へ行く途中)、沖
縄県宮古郡城辺町1話 、八重山郡竹富町1話 、与那国町2話(唐または鹿児島へ行く途中)の5
類話を見ると、火事を起 こすのは発端部ではなく、第二の失せ物の捜索に行 く時になってお り、
その点は韓国の類話 と同じ構成を取 っている。 ここでも岩手県の1話 を除 くと、すべて南島の






それでは この話型は韓国と日本のどちらが早 く、どちらの方向に伝播 したものだろ うか。こ
の話型は中国、 さらにはそれ より西の諸国(イン ド亜大陸、イスラム圏)に起源があ り、それ
が東方に伝播 したと考えられ る以上、イン ド→モンゴル→中国→韓国→ 日本とい う経路を考え
るのが自然であろう。特に 「嘘八卦」では韓国の類話に、主人公の能力を確認するため、手の
中の物を当てさせるというモチーフが含まれている。 これはヨーロッパ ・イスラム圏 ・中国で
よく見 られるもので、日本に欠けているため、韓国 と西方の類話の近 さが想像できるのである。
また韓国の類話でも仲の良い友人(あ るいは師弟)の 共謀 という形を取るが、その構成要素を
持つのは日本では南島の類話のみであ り、その意味で 「韓国→ 日本」の経路は、実は 「韓国→
南島→内地」を考えるべきであろ う。ただ筆者の仮説に対 して、韓国ではな く中国から日本に
伝わ ったのではないかとの意見もあるかも知れない。 もちろんその可能性を筆者は完全に否定
するものではない。それはフィリピンを含む東南アジア諸民族か らの伝播の可能性と共に、中




夫に殴 られ る妻が恨みに思い、娘の病気を治 してもらお うとしてやって来た役人に 「夫は名
医だ」 と嘘をつき、夫を連れて行かせる。医者でない夫は途方に暮れるが、裸踊 りを見せて娘
を笑わせ、喉に刺さった骨が取れて病気が治る。王が病人を集めて夫に治療させようとすると、
困った夫が 「いちばん弱い男の肝を取って薬を作る」と言 ったところ、病人は皆 「もう治った」
と言 って逃げ出すとい う内容である。
この類話の大部分はインドの 『お うむ70話』や、それか ら派生 したと言われるフランスの
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昔話ATI641(嘘八卦)の日韓類話の比較
『ファブ リオFabliaux』の 「百姓医者J')、さらにそれを演劇化 したモ リエールの 『いやいや
なが ら医者にされ』 と見事に符合 している。この石垣市の類話は孤立伝承なので、翻案された
ものではないか との疑問も残るが、その可能性は少ないだろう。大陸から韓国を経て流入され
たのか、不思議な国際性を示す南島の昔話伝承の一一例である。
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